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【手続補正書】
【提出日】平成27年2月4日(2015.2.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のスレーブ装置と第１のマスタ装置との間で無線安全通信を可能にする方法におい
て、
　無線ドッキングステーションが、第２のマスタ装置を構成するステップと、
　第２のリンクキーを用いて前記複数のスレーブ装置と前記第２のマスタ装置との間の第
２の無線安全通信を可能にするために、前記複数のスレーブ装置上で実施されるペアリン
グプロトコルを使用して前記複数のスレーブ装置を前記第２のマスタ装置とペアリングす
るステップと、
　前記無線ドッキングステーションが、機能的に同一である一方で異なる装置アドレスを
もつことにより、前記複数のスレーブ装置に対応する複数の中継スレーブ装置を構成する
ステップであって、前記複数の中継スレーブ装置が安全ペアリングプロトコルを使用して
前記第１のマスタ装置とペアになるように構成されるステップと、
　前記無線ドッキングステーションが、前記第２のリンクキーとは異なる第１のリンクキ
ーを用いて前記複数の中継スレーブ装置と前記第１のマスタ装置との間の第１の無線安全
通信を可能にするために、前記安全ペアリングプロトコルを用いて前記複数の中継スレー
ブ装置を前記第１のマスタ装置とペアリングするために、前記複数の中継スレーブ装置に
関する情報を前記第１のマスタ装置に送信するステップと、
を有する、方法。
【請求項２】
　前記第１のマスタ装置が、接続する複数の中継スレーブ装置を選択するステップと、
　前記複数の選択された装置に対して一回のみ前記安全ペアリングプロトコルにより要求
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されるインタラクションを実行するステップと、
を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記安全ペアリングプロトコルが、前記第１のマスタ装置と前記無線ドッキングステー
ションとの間の帯域外インタラクションを含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のマスタ装置が、少なくとも１つの所定の中継スレーブ装置とのみペアになる
、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のマスタ装置の自動的な他のペアリングを可能にするように安全ペアリング情
報を記録するステップを有する、請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記安全ペアリングプロトコルが、ブルートゥース通信規格の１つである、請求項１に
記載の方法。
【請求項７】
　前記安全ペアリングプロトコルが、ブルートゥースＶ２．１の"セキュア・シンプル・
ペアリング－アウト・オブ・バンド"プロトコルである、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記安全ペアリングプロトコルが、前記第１のマスタ装置と前記無線ドッキングステー
ションとの間で近接場通信を使用する、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記無線安全通信が、少なくとも１つのスレーブ装置の追加のセットを有し、前記方法
は、
　追加の無線ドッキングステーションが、第３のマスタ装置を構成するステップと、
　前記追加のセットの少なくとも１つのスレーブ装置上で実施されるペアリングプロトコ
ルを使用して前記少なくとも１つのスレーブ装置の追加のセットを前記第３のマスタ装置
とペアリングするステップと、
　前記無線ドッキングステーションが、前記少なくとも１つのスレーブ装置の追加のセッ
トに対応する少なくとも１つの中継スレーブ装置の追加のセットを構成し、前記少なくと
も１つの中継スレーブ装置の追加のセットが安全ペアリングプロトコルを使用して前記第
１のマスタ装置とペアになるように構成されるステップと、
　中継スレーブ装置に関する情報を交換するように複数の無線ドッキングステーションの
間に通信チャネルを構成するステップと、
　前記複数の無線ドッキングステーションの１つが、前記中継スレーブ装置に関する情報
を前記第１のマスタ装置に送信するステップと、
を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記無線安全通信が、少なくとも１つのスレーブ装置の追加のセットを有し、前記方法
は、
　追加の無線ドッキングステーションが、第３のマスタ装置を構成するステップと、
　前記追加のセットの少なくとも１つのスレーブ装置上で実施されるペアリングプロトコ
ルを使用して前記少なくとも１つのスレーブ装置の追加のセットを前記第３のマスタ装置
とペアリングするステップと、
　前記無線ドッキングステーションに対して前記スレーブ装置の追加のセットのデータを
利用可能にするように複数の無線ドッキングステーションの間に通信チャネルを構成する
ステップと、
　前記無線ドッキングステーションが、前記少なくとも１つのスレーブ装置の追加のセッ
トに対応する少なくとも１つの中継スレーブ装置の追加のセットを構成するステップであ
って、前記少なくとも１つの中継スレーブ装置の追加のセットが安全ペアリングプロトコ
ルを使用して前記第１のマスタ装置とペアになるように構成されるステップと、
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　前記無線ドッキングステーションが、前記中継スレーブ装置に関する情報を前記第１の
マスタ装置に送信するステップと、
を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　複数のスレーブ装置と第１のマスタ装置との間で無線安全通信を可能にする無線ドッキ
ングステーションにおいて、
　第２のリンクキーを用いて前記複数のスレーブ装置と第２のマスタ装置との間の第２の
無線安全通信を可能にするために、前記複数のスレーブ装置上で実施されるペアリングプ
ロトコルを使用して前記複数のスレーブ装置とペアになる前記第２のマスタ装置と、
　機能的に同一である一方で異なる装置アドレスをもつことにより、前記複数のスレーブ
装置に対応し、安全ペアリングプロトコルを使用して前記第１のマスタ装置とペアリング
される複数の中継スレーブ装置と、
　前記第２のリンクキーとは異なる第１のリンクキーを用いて前記複数の中継スレーブ装
置と前記第１のマスタ装置との間の第１の無線安全通信を可能にするために、前記安全ペ
アリングプロトコルを用いて前記複数の中継スレーブ装置を前記第１のマスタ装置とペア
リングするために、前記複数の中継スレーブ装置に関する情報を前記第１のマスタ装置に
送信する手段と、
を有する、無線ドッキングステーション。
【請求項１２】
　前記第１のマスタ装置は、接続する複数の中継スレーブ装置を選択するように構成され
、
　当該無線ドッキングステーションは、前記複数の選択された装置に対して一回のみ前記
安全ペアリングプロトコルにより要求されるインタラクションを実行するように構成され
る、請求項１１に記載の無線ドッキングステーション。
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